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私たちは各分野の８８人の呼びかけで、今年５月４～６日に幕張メッセおよび大阪、広島、

仙台で「９条世界会議」を開催することになりました。

「９条世界会議」には、ノーベル平和賞受賞者のマイレッド・マグワイアさんをはじめ、

「ハーグ平和アピール」の中心となったコーラ・ワイスさん、「世界平和フォーラム」の立て

役者であったエレン・ウッズワースさん、米国で軍と外交官を歴任しながらイラク戦争に

反対しているアン･ライトさん、国連事務次長補を務めてイラク戦争に反対しているハンス･

フォン･シュポネクさんほか、世界各地の平和活動家、法律家など多数の海外ゲストが参加

する予定です。

私たちは、彼ら／彼女らの声を直接に聞き、議論を深めることにより、９条の価値を新た

に発見し、今後の憲法の運動を飛躍させるきっかけにしていきたいと考えています。

皆様には「９条世界会議」の趣旨をご理解いただき、その成功に向けて物心両面のご協力

をいただきたく、お願い申し上げます。そして５月には、ぜひ「９条世界会議」にご参加くだ

さるよう、ご案内申し上げます。

　昨年は任期中の明文改憲を豪語した安部内閣は自壊しました。しかし、改憲派はそのねら

いを放棄せず、昨年成立した改憲手続法に沿って憲法改定を実現しようとさまざまな動き

を強めています。

　他方、世界ではイラク戦争をきっかけに世界的な反戦運動が広まっています。そして日本

の憲法９条も「戦争廃絶」を実現する上でもっとも有効な憲法として国際的に注目をあびて

います。1999年の「ハーグ平和アピール」国際市民会議では「公正な世界秩序のための 10の



基本原則」の第１項目として、「各国議会は、日本国憲法９条のような、政府が戦争をするこ

とを禁止する決議を採択すべきである」と、宣言されました。

　そして、この原則は 2006年６月にカナダのバンクーバーで開かれた第１回「世界平和フ

ォーラム」（ＷＰＦ）でも確認されました。数万人が参加したこのフォーラムで採択された

最終文書では、基本要求の第７項目に「各国政府は、日本の９条のように、憲法により戦争を

放棄すること」が呼びかけられました。

　実際、中国、韓国、東南アジアなどの市民は、日本が９条を守ることがどんなにアジアの平

和の確保にとって大切かを語ってくれます。９条改定がなされると、朝鮮半島や台湾海峡な

どの平和と安全への国際的な努力は台無しになり、アジアは再び戦争の起こりやすい地域

になる、という声が多数です。

アメリカやヨーロッパでも、経済大国日本が「海外で武力行使しない」という９条の歯止

めをはずして、アメリカと一緒になって武力行使をするようになれば世界の平和は危うく

なる、というのが多くの市民の見方です。

私たちは、このような９条を支持する国際的な流れを、今年５月の日本での「９条世界会

議」に結びつけたいと思います。

「９条世界会議」は、憲法９条を世界的に広げていくとともに、日本の９条を守る運動にと

っても重要な意味があります。改憲派は、「９条は理想。軍事力という現実を認めなくては」

と言いますが、９条の「武力によらない平和」という考え方は国際的な平和運動のシンボル

になっており、９条の「軍事費を抑制する機能」は国際的にも注目されており、世界には軍隊

をなくそうという運動や現実に廃止している国もあります。いわゆる「国際貢献論」につい

ても、なぜ貢献を軍事的手段で行わなければならないのか、「貢献」される国の人びとの声は

まったく反映されていません。

もう一度、９条の原点に立ち戻って考え、世界の市民と共同して戦争廃絶、非軍事の運動

を進めていくのが「９条世界会議」です。「９条世界会議」の成功は、改憲派にとっても大きな

打撃になるでしょう。

「９条世界会議」日本実行委員会には、さまざまな分野から多くの市民、宗教者、法律家、市

民団体、民主団体、労働組合などが参加しています。費用は幕張メッセでの開催だけで約

6000万円を予定していますが、それは皆様の賛同金、チケット販売、各種グッズや絵本･書

籍の販売、助成金などでまかなうことになります。このような「市民による手づくり」の９条

世界会議を成功させるには、皆様のご支援が不可欠です。何卒ご協力のほど、よろしくお願

い申し上げます。


